
  

 

 

 

 

 

昨年、一昨年と多摩川堤防 

の法面とワンドの 2 箇所の観 

察をおこなってきましたが、 

およそ 150 種類もの植物を 

記録することができました。 

年に数回専門家の方に来てい 

ただき、勉強しながらの標本作成も楽しみました。メンバー

が撮った写真をもとに多摩川を訪れる方が使えるような図

鑑のような物も完成させる予定です。 

ちょうふ環境市民懇談会からのお知らせ 

ちょうふの自然だより 

調布市環境モニター 
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ボランティアと言っても主な活動は自然観察と

その記録を残すこと。自然の動植物に興味のある

方、調布の地形や歴史に関心のある方には是非お勧

めの活動です。 

今年度は毎月 1 回市内の樹林や田んぼ、川などで

の植物観察と、冬には鳥の観察もします。 

また年 2 回、多くの方に調布の自然を知っていた

だくためにメンバーの案内で「そぞろ歩き」を開催

します。由緒あるお寺や地元の農家のようすなども

見学させていただき、お話をうかがう予定です。 

環境モニターとは調布の自然を見守り活動していこう、という市民ボランティアです。

寒風の中、1 月は多摩川の川べりで冬鳥の観察。

カモ類のほかにもホオジロやアオジなど 10 数

種の鳥が確認できました。 

カワラサイコ

センニンソウ 

ガガイモ 

テリハノイバラ

多摩川の植物 

11 月に開催した「そぞろ歩き」の風景。調布の中でも谷戸の地形として

自然の残る深大寺地域を見学して歩きました。毎回市報で一般の方々を募

集し、大変好評なイベントです。（不動の滝前でメンバーが説明） 

4 月 15 日はへび山周辺の観察をします。興味のある方はぜひどうぞ。詳細は 4 面参照。 
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ちょうふ環境市民懇談会 

活動グループ報告 
 

■環境モニター 
3/4（土）  

午前：講師の小澤先生と共にワン

ド付近の観察。まだロゼット状態

の植物が多かったが、日当たりの

良い場所はノゲシ・イヌフグリ・

タガラシの花が咲いていた。 

午後：地域セン 

ターにて 06 年 

度の活動予定を 

話あい、観察地 

域を市内全域に 

広げることに。 

■カニ山の会 
3/11（土）  

東樹林内の植物観 

察と記録。 

新しいメンバーも含め、気がつい

た植物を各自メモしていった。今年

は草本類の芽出しが遅かったのと、

植物の種類の見分けに詳しい方が

いなかったので、昨年より記入種名

が少なくなってしまった。 

秋に笹刈りをし、実生木の成長を

期待している方形枠内にもまだ新

緑は見られない。 

■若葉町 3 丁目第３緑地  

３/12〔日〕最初に目立つゴミをみ

んなで拾いました。あまりの多さで

日が暮れかねないので中断し、A

邸宅に面している落葉樹が比較的

多い場所の下草刈りを行いまし

た。作業が終わる頃、実篤記念館

の自然観察会の講師をされる冨田

先生が下見に来られていたので寄

って頂き感想をお聞きしました。

 次回４月９日は、杉の倒木の処

理と春の植物観察です。 

■田んぼの学校 
落ち葉堆肥の天地返しをしまし

た。例年以上に寒かった冬がやっ

と終わりを告げようとしています

が、その寒さとは反対に桜が例年

より早く咲き、今年度の「田んぼ

の学校」も 4 月２日開校です。 

 

里山の保全・・・市民のうごき  3 月  

熊の手を連想させるイノデ 

ツバキ（園芸品種？） 

淡い色合いがなんともすてき！

3/19（日） クヌギの萌芽更新の伐採を予定

し、講師の小池さんに事前に樹林地をみてもらい

感想と意見を聞きました。１）落葉樹の伐採より

常緑樹（シュロ・アオキなど）の整備が先ではな

いか。２）伐採後の活用の見通しが必要。業者に

依頼して伐採したクヌギの活用にキノコの原木

はどうか。３）伐採予定のクヌギは 60 年の樹齢。

30 年以上たつと萌芽更新は難しい、とのこと。

伐採は雑木林の保全を含めて現地で検証し来年

以降に計画することにしました。 

昨夏作った落ち葉だめの周囲には、キツネのカ

ミソリが増えていました。落ち葉かきについては、

土に適当な光と水分を与えることで埋土種子の発

芽やみみずなどが土の攪拌を促すことから、時期

の大切さ、下草刈りの必要性などが話されました。

落ち葉だめも半分づつの活用が提案されました。

そのあと、シュロの伐採についての説明を聞き

実行。アオキ・シロダモなどの根っこからの引抜

きには、滑車やロープを使って体験しました。約

10 分ほどで 1 本の作業を終えることができまし

たが、ロープワークの必要性を全員が痛感しまし

た。業者が伐採したクヌギの活用については、桜

の開花にあわせて 4 月 2 日にナメコ・平茸の菌打

ちを実施することを決めました。秋の収穫が楽し

みです。 

4 月 16 日の活動日は、植生調査と樹林地の全

体イメージについて話しあう予定です。（安部） 

滑車を使用しての低木の引き

抜き。根を残すことなく除去で

きる。 
普通に伐採したシュロは根

が残り、またすぐ芽生えて

しまう。 



運営委員会 
3/13 6：30～ たづくりにて 

1. 2・11 全体会の反省 

・ちょうふの自然について知るこ

とができた。 

・とことん討論の趣旨が途中で変

わってしまった 

・準備不足で不備な点がいろいろ

あった。 

・全体会の趣旨をはっきりさせ、

今後はターゲットを絞った方

が良い。 

2．.懇談会運営委員長互選 

昨年に引き続き江刺さんに決

定。 

３．06 年度の懇談会活動方針と

して佐須深大寺地区の保全と環

境保全サポータ 2 万人目標。また 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハリウッドの桜（オオカンザクラ） 

 調布ヶ丘３丁目のマンションにある樹齢

50 年余りの大寒桜。早咲きで、今年も３月上

旬から道行く人の目を奪っていました。土地

が売却され工場が解体された時、ここは更地

になる予定でした。「この桜切らないで！」地

域の声を受けて自治会が保存運動を始めまし

た。６年前です。人々の願いが通じて、業者

は建物の配置を見直し、樹は残りました。枝々

は切り詰められましたが今、枝も花も、少し

ずつ賑わいを取り戻しています。以前のよう

に沢山の小鳥たちが花蜜を求めて来る日も近

いかも知れませんね。 

 わが家の庭の「ハリウッドの桜の子」が、

今年初めて花を咲かせました。淡いピンクの、

それはきれいな花びらです。今、大寒桜の子

どもたちは、この界隈のあちこちで花開いて

います。これは、「それほど愛されている樹な

ら・・」と、業者が伐採した小枝を接ぎ木し

て地域の人たちに分けたものです。人々の相

互理解に応えて、親桜も身を削って子どもを

増やしてくれた・・・いつかこの地が大寒桜

の里となりそうな気がします。 

（矢嶋 崇志） 

 

平出 武さん 

調布に暮らして早 40 年、生まれ故

郷よりも 10 年も長く暮らしておりま

す。会社を定年退職して初めて知る地

域社会とのかかわりの薄さに赤面のい

たりでした。残り少ない人生で、ほん

のわずかでもいいから取り返すことが

できれば、の思いが強く体をかけめぐ

りました。 

東京都の緑地保全講習、調布市の 

「まち創造塾」受講後は「花のある

調布」をテーマとしたグループ「花、はなの会」に加

わり、市内の電通大での活動を中心に現在に至ってお

ります。構内の花壇作りは、学長を先頭に大学の関係

者や学生も加わっての協同作業です。「花作りは土作

り」からと堆肥作りにもはげんでおります。落ち葉溜

め、堆肥踏み込み枠、これらは大学の構内、その他で

の不用品の活用でつくりました。板やパレット、生コ

ン工場の検査用コンクリート円柱等々の有効利用で

す。又花の苗、球根等も農家から好意の提供です。感

謝してあまりありです。これらはすべて会員の情報に

基づき生かされたものです。今年度は大学の近隣の学

校に熟成堆肥をおすそわけすることも計画していま

す。 

 これらの活動は私にとって健康維持におおいに役

立ち、ありがたいことだと思っています。 

 春の樹林の芽吹きは体のすみずみまで力がみなぎ

ります。この感触、感動は何ものにも変えがたいもの

です。 

 朝日新聞の天声人語の欄に辰濃和男さんが「木々が

萌えるころの心浮き立つ風の色を教えてくれた・・・」

と記されていました。この言葉はとても好きです。 

人は緑なくしては生きながらえない。このように思

いはせる心が入間・若葉町の樹林に足を向けさせ、花

にやすらぎを受ける昨今です。微力でもやれるだけや

ってみたい、そして大いなる誇りとして生きていきた

い、これが現在の心境です。 
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05 年度に引き続き「市民が事務局

能力を身に付ける」プロジェクトも

行う。 

４．06 年度保全課の取り組み 

・ 佐須深大寺地区を重点地区と

したことに関連してワーキン

ググループの立ちあげと「深大

寺周辺環境調査」を行う。 

・ 雑木林塾と環境学習支援は引

き続き行う 

５．「ちょうふ雑木林会議」 

中原さんより提案があった。複数

の活動ｸﾞﾙｰﾌﾟと緑と公園課・環境保

全課長に出席を呼びかける。 

★ちょうふの自然クイズ

正解は 1-a  2-c

市民力アップ講座 
3/7 と 3/17 の 2 回に亘って市

民活動のスキルアップを図るた

めの講座を開催しました。 

講師には「NPO ひ・ろ・こら

ぼ」の石田さん、五島さん、「NPO

多摩川センター」の倉持さんをお

迎えしました。 

色々な活動を円滑に進めてい

くために欠かせないコミュニケ

ーション。その方法について具体

的に目標設定の仕方・ワークショ

ップの進め方・合意形成とは、

等々わかりやすく解説していた

だきました。参加者みんなの声を

生かしていくにはそれなりの技

術も必要だと実感しました。 

市民のうごき 3 月 
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▲ 編集後記 ▼  
3 月 23 日、自宅裏の桜が咲きはじめまし

た。冬の寒さが厳しくて梅の開花は遅かったの

に桜は早い。聞くところによると桜は一定の寒

さが続いた後に開花するとか。この自然便りが

出る頃は神代農場（都立農業高校）のカタクリ

も真っ盛りではないでしょうか 

（編集当番：鍜治）
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★多摩川クリーン作戦★           
4/9（日）８：00～９：00 

集合：京王相模原線鉄橋下 

内容：鉄橋下から上流狛江境間での多摩川クリーン作戦

※※気持ちの良い春になりました。 

か体を動かし気分一新。そしてきれいな多摩川に！ 

市民参加★活動カレンダー   ★おしらせ★    

 

「ちょうふ環境市民懇談会」は、調布の自然環境

を市民・行政・事業者の協働で保全･改善・回復し

ていくために設立されました。200１年から保全

活動の交流･支援、人材育成、情報収集･発信、提言

などの活動をしています。ぜひご参加ください。 

発行：ちょうふ環境市民懇談会
 

連絡先:調布市環境保全課 tel 0424-８１-７０８６ 
E-mail：kankyou@w2.city .chofu.tokyo. jp  

調布市ホームページでカラー版がごらんいただけます  

  ◆ちょうふ環境市民懇談会・運営会議        

4/10（月） 18：30～20：30 (４５分まで延長有) 

場所：たづくり 302 傍聴歓迎。 

内容：昨年までの活動で出てきた、成果・提案・要望等を年

度初めに改めて出し合い、どこに重点をおいて取り組んで

いくのかの活動方針と年間スケジュールについて討議。 

◆環境モニター              

4/15（土） ９：３0～13：00 

集合場所：調布駅南口またはヘビ山（10 時）･

内容:･ヘビ山周辺の植物調査 

持ち物：筆記用具・図鑑等  

連絡先：環境保全課 ★新年度メンバー募集！

もちろん年度途中でも随時募集です！    

 

◆かに山の会               

4/8（土）10：00～1２：３0 

場所：深大寺自然広場入り口集合(野草園前 )

内容：植物調査の続きと樹林内の片付け。 

※主にかに山東樹林の保全活動を行っていま

す。新年度メンバー募集中。直接集合場所へ

おいで下さい。問合せ：環境保全課へ。 

 

◆若葉町 3 丁目第 3 緑地－保全活動     

4/9（日）  10：00～12：00 

集合場所：入間地域福祉センター 

内容：杉の倒木の処理と春の植物観察。 

連絡先：緑と公園課（加藤・黒川） 

0424－81－708３  

 

◆入間樹林の会             
4/2（日）９：３0～12：30 

場所：入間地域福祉センター集合 

内容：きのこの菌打ち 

4/16（日）９：３0～12:30 

内容：植物調査と樹林イメージの話し合い 

※4 月はきのこの栽培のため 2 回活動します

が、原則毎月第 3 日曜日に活動しています。

問合せは環境保全課へ   

 

◆れんらく会（ちょうふ環境市民懇談会）   
4 月の連絡会はお休みです。 

 

 

◆凹山公園ワークショップ（布田崖線緑
地を考える市民の会）         
4/２3（日）10：00～12：00 

場所：現地（若宮八幡向かいの緑地） 

内容：樹木調査・看板作り 

連 絡 先 ： 緑 と 公 園 課 （ 松 倉 , 吉 田 ）

0424－81－7081 

 

Ｑ1．調布市内には国分寺崖線など、崖が多くありますが、 

崖はどうしてできたのでしょう？ 

a：多摩川が浸食した河岸段丘 

ｂ：人が住み始めて、武蔵野台地を切り取ったから 

ｃ：原因はわかっていない 

Q2．武蔵野台地は、どのようにしてできたの？ 

a：昔、高い山があって、浸食されて低くなった 

ｂ：昔、海だったところが隆起してきた 

ｃ：多摩川の扇状地の上に、箱根の火山や富士山の火山灰

が積もった            （正解は 3 面下に） 

突然ですが 調布の自然クイズコーナー 

 ★GＭナタネ自生調査＆学習会★         
4/24（月）10:30～12:30 場所:生活クラブ調布センター

内容：遺伝子組換え最新事情＆GM ナタネの自生・種子汚 

染の現状/講師：倉形氏（市民セクター政策機構） 

*ナタネ検体を持参の方は 0424-87-0330 へ事前に採取

方法を問合せください。主催：食の安全推進チーム 
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